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　　お申し込みください。

お申�み

３⽉２⽇、⽇本政府は、ウクライナへの軍事侵攻による「避難⺠」の受け⼊れを表明しました。

これまでに400⼈以上が避難をしています。また、省庁を横断した連絡対策会議が設置され、

さまざまな⽀援策が打ち出されました。⾃治体や⺠間企業等での⽀援表明も相次ぎ、社会

全体でのウクライナ避難⺠受け⼊れへの関⼼の⾼まりがみられます。

⼀⽅、⽇本は難⺠条約に加⼊しており、⼀昨年は約4,000⼈・67か国からの難⺠が保護を求めて�

難⺠申請をしています。今回、「避難⺠」「紛争難⺠」という⾔葉が政府⽂書やニュースに多く

登場する中、それらの違いに対する疑問や、ウクライナ以外の難⺠の⽇本での状況などについて

知りたいというニーズの⾼まりを感じます。 

そこで、この度、PRIMEと難⺠研究フォーラムは緊急シンポジウムを開催することにしました。

難⺠条約における難⺠の保護、避難⺠の意味合い、紛争難⺠への国際社会の対応、⽇本の

これまでの難⺠受け⼊れなどについてご理解いただける機会とする予定です。

どうぞふるってご参加ください。
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